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ひみつ１  富士宮と信長は、何か関係があるの？（富士見石） 
 
富士宮市には、織田

お だ

信長
のぶなが

に関する遺跡
いせき

が2つありま
す。1 つは、富士宮市中央図書館玄関前にある、富士

見石です。もう1つは、西山本門寺の首
くび

塚
づか

です。まず、

富士見石についてお話ししましょう。 

 織田信長は、天
てん

正
しょう

１０年（１５８２）甲斐
か い

に攻め

入り、天目山
てんもくざん

で勝頼
かつより

を討
う

ち、武田
たけだ

氏
し

を滅
ほろ

ぼしました。

長篠
ながしの

の戦
たたか

いから７年後のことです。 
信長は、一緒に戦った徳川

とくがわ

家康
いえやす

にほうびとして、

駿河
するが

の国を与えました。安土城にもどる信長は、「駿河

の国を通り、富士山を眺
なが

めて帰りたい。」と、家康に告
つ

げました。信長は、４月１０日に甲府をたち、精進
しょうじ

湖
こ

・

朝霧
あさぎり

高原
こうげん

を通り、浅間大社についたのは、４月１２日

のことです。家康は道路を直したり、休憩
きゅうけい

の東屋
あずまや

を

建てたり、心をこめて接待
せったい

しました。浅間大社では、

信長が泊まれるように、立派
りっぱ

な御殿
ごてん

も作りました。 
 喜んだ信長は、近くにあった石に腰を下ろし富士山

を眺めました。この石が、富士見石として今に伝わっ

ています。日本一の富士を仰いだとき、信長は、天下

をぐいと引き寄せた気持ちがしたことでしょう。いそ

がしい信長にとって、甲府から安土までの旅が最後の

ほっとしたひと時になりました。図書館に来たら、ぜ

ひ見てください。 

 

◇ことばの説明 
○甲斐・・・今の山梨県、甲州

こうしゅう

とよぶこともあります。 
○天目山・・・山梨県甲州市にある峠

とうげ

、勝頼が妻や子供とともに死んだ 
○武田勝頼・・・信

しん

玄
げん

の息子、武田氏20代目の当主 
○長篠の戦い・・・長篠城に攻め込んだ勝頼が、織田・徳川の連合軍に敗れた戦い 
○駿河・・・今の静岡県、中部と東部です。 

信長と家康が通った

甲府から駿府への道 

－中道
なかみち

往還
おうかん

－
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ひみつ２  西山本門寺

にしやまほんもんじ

になぜ信長の首
くび

塚
づか

が

あるの？ 
 
 信長は、本能寺

ほんのうじ

で明智
あけち

光秀
みつひで

の軍勢
ぐんぜい

に討
う

たれ死亡
しぼう

しま

す。この時、自分から寺に火をつけたので、死体
したい

は、

見つかりません。豊臣
とよとみ

秀吉
ひでよし

は、香木で信長の像
ぞう

を作り、

お葬式
そうしき

の時にこれを燃やしました。遠くからでも、い

いかおりがしたことでしょう。 

信長の墓
はか

は、全国にあります。西山の本門寺は、そ

の中でも一番東にあります。言い伝えによると、

原宗安
はらむねやす

が、本能寺から信長の首を運び出し、本門寺に

納
おさ

めました。そこに首塚を築き、ヒイラギを植えたと

いうことです。 

本門寺は、大きな寺なので、昔たくさんの坊
ぼう

があり

ました。その一つに本能坊
ほんのうぼう

があります。ちょっと、本

能寺に字が似ています。本能坊と書かれた石碑
せきひ

が本当

のことを知っているかもしれません。 

 

◇ことばの説明 
○本能寺・・・京都にある法華宗

ほっけしゅう

の寺。信長は、京都

に城は築かずにここに泊まることが多かった。 
○明智光秀・・・信長の家来。足利義昭を信長に紹介

した。丹波
たんば

の国をもらい、武田勝頼を滅ぼす戦い

にも参加した。 
○豊臣秀吉・・・農民出身。信長に仕え、足軽から出

世してついには天下を取った。 
○ 坊・・・お坊さんの住むところ 

○ 石碑・・・石に文を刻
きざ

んだもの 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

本能坊の石碑 

 
ひみつ３  信長は、どんなことをやったの？ 

 
信長は、室町

むろまち

時代の終わり頃、尾張
おわり

に生まれました。

その頃は、日本中が小さな国に分かれ、お互いに戦っ

ていました。室町幕府に力がなくなって、日本を一つ

にまとめることができなくなったからです。１８才で

織田家を継いだ信長は、４９才でなくなるまで１２２

回戦っています。戦績
せんせき

は、７８勝２７敗１７分けです。

戦い続きの人生ですね。 

桶
おけ

狭間
はざま

の戦いで、今川
いまがわ

義元
よしもと

を破ると、徳川家康と同

盟を結び、美濃
み の

を攻めて、これを手に入れます。経済

の発達していた尾張と、兵の強い美濃を手に入れたこ

とで、信長の天下取りが現実のものとなってきます。 

「天下
てんか

布武
ふ ぶ

」の判
はん

を書状
しょじょう

におしたのもこの頃です。

鉄砲隊を組織したり、新しく広い道路を作ったり、関

所を廃止したりして、新しい日本の形を作りました。 
信長は、室町幕府を滅ぼし、近世のとびらを大きく

広げました。 

 

信長年表 

年 できごと 

1534年 

(天文
てんぶん

3年) 
1560年 

(永
えい

禄
ろく

3年) 
1568年 

(永禄11年) 

1570年 

(元亀
げんき

3年) 
1573年 

(元亀4年) 

1575年 

(天
てん

正
しょう

3年) 
1575年 

(天正4年) 

1582年 

(天正10年) 

 

織田信長、なごや城でうまれる。 

 

桶
おけ

狭間
はざま

の戦いで今川
いまがわ

義元
よしもと

を破る。 
 

足利
あしかが

義
よし

昭
あき

と共に京都に攻め上がり、

義昭を征夷
せいい

大将軍
たいしょうぐん

にする。 
姉川の戦いで浅井・朝倉の連合軍を破

る。 

足利義昭を追放し、室町幕府を滅
ほろ

ぼ

す。 

長篠の戦いで、鉄砲
てっぽう

３０００丁を用

い、武田勝頼を破る。 

近江
おうみ

に安土
あづち

城
じょう

を築
きづ

き始める。 
 
富士見石に腰かけて、富士山を眺め

る。 

本能寺の変で、明智光秀に討
う

たれる。
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ひみつ４  信長の安土城
あづちじょう

が、天主閣
てんしゅかく

のはじめ

なの！？ 
 
そうです。今日見られる本格的な五重以上の天主の

最初のものが、安土城です。信長は、長篠の戦いに勝

利した次の年、琵琶湖
び わ こ

の南東に安土城を築き始
きず はじ

めます。

安土城は、富士宮市と夫婦
めおと

都市
と し

を結んだ近江
おうみ

八幡市
はちまんし

に

あります。 

岐阜城
ぎふじょう

からより京都に近い安土山に築城
ちくじょう

を開始し

てわずか１ヵ月半で、信長は、安土に移り住みました。

家来たちは、あわてて城下町の整備に取りかかりまし

た。近くのお寺や城をこわして組み立てなおしたり、

石段にはお地蔵さまを持ってきてならべたり大変なさ

わぎになりました。それでも、安土城が完成するのに

３年かかりました。  

御所のある京都まで半日、最大の敵、上杉
うえすぎ

謙信
けんしん

の

越後
えちご

にも近くなりました。 
信長は、ある日、じまんの安土城をみんなに見せよ

うと「１００文持ってくればだれでも中に入ってよ

い。」といったので、大勢の武士や農民たちが見物に訪

れました。今だと、ディズニーランドですね。 

 

◇ことばの説明 
○天主閣・・・信長は、実際に天主閣に住みました。

琵琶湖が見え、とってもながめが良かったでしょ

う。信長以後の天守閣は、字がちがいますし、と

の様は、不便なので、近くに御殿を建てて、そこ

で暮らしました。 
○１００文・・・今のお金にすると、２５００円ぐら

いです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

まめ知識  蘭奢
らんじゃ

待
たい

ってなに？ 
 
 
香木
こうぼく

です。みなさんの家に、仏壇
ぶつだん

がありますか？そ

こでは、おうちの人が線香をたきますね。線香は、火

をつけると香りのあるけむりがでます。それに対して

香木は、木を燃やし、その香りをかぐものです。昔の

人は、その香りを着物に移したり２つ以上の香りをか

ぎ比べたりして楽しみました。香木の中で、日本一の

ものが、「蘭奢待」です。長さは１５６ｃｍ、重さ１１、

６ｋｇで、東大寺
とうだいじ

の正倉院
しょうそういん

の宝庫
ほうこ

にあり、国宝にな

っています。その香りをかいだ昔の人は、「古めきしず

か」といいました。一度かいでみたいものです。 

足利
あしかが

義満
よしみつ

、足利義政
よしまさ

、明治天皇なども切り取って

います。 
信長は、１５７４年（天正２）３月に東大寺に行き、

一寸
いっすん

八分
はちぶ

（約５、５ｃｍ）を切り取りました。「蘭奢

待」には、東大寺の字が入っています。天皇の許しを

得て切ったとはいえ、信長の権力の大きさがわかる、

お話ですね。 

 
◇ことばの説明 
○東大寺・・・聖

しょう

武
む

天皇が、奈良に建てたお寺。「東

大寺の大仏」で知られている 
○正倉院・・・東大寺にあり、聖武天皇が使っていた

品物を納めている倉庫
そうこ

 
○足利義満・・・室町幕府第三代将軍、京都の北山に

金閣寺
きんかくじ

を立てた。 
○足利義政・・・室町幕府第八代将軍、京都の東山に

銀閣寺
ぎんかくじ

を立てた。 
 
 
 
 
 
 
 
            

蘭奢待 

復元 安土城・天主閣 
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     信長がこしかけた富士見石               天下布武の印 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

      安土城・大手門の石段              復元 天主閣上部 
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